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要旨： 経時に対する効果の維持性能が低い強高強度コンクリート用高性能 AE 減水剤に砂糖を添加するこ

とで、自己充填コンクリート用フレッシュモルタルの性能の経時変化を抑えることが出来た。練り混ぜ水

を分けて投入する分割練りにより、大径気泡の連行を抑制することが出来た。さらに、一般形高性能 AE減

水剤を用いたものよりも空気量の経時変化が小さくなった。 
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はじめに 

自己充填コンクリートに一般的に使用されている

高性能 AE 減水剤 SP8SV を、低粘性・高強度用とされ

ている SP8HU に代え、さらに凝結遅延により時間経過

による施工性維持性能を高める砂糖を添加した、フレ

ッシュモルタルの空気量や粘度を測定し、その効果を

調べた。 

 

1. 使用材料・配合と試験手順 

モルタルの基本配合を(表-1)に、使用材料を(表-

2)に示す。高性能 AE減水剤は、8SV と 8HU の 2種類

を使用する。高性能 AE減水剤の添加量は練上がり直

後のフロー値が 250±10mm となるように調整し、空

気連行剤の添加量セメント質量に対して 0.3%、砂糖

はセメント質量に対して 0.1％添加した。練り混ぜ

手順は、材料を一度に投入する「一括練り(空練り

30s+本練り 120s)」または「分割練り(空練り 30s+一

次練り 30s+二次練り 90s)」の 2種類を設定した。モ

ルタルの練上がりから 10分後、60分後、120 分後、

180 分後にフロー試験、重量法空気量試験、漏斗速

度試験を行った。これらの試験直前に 5秒間の切り

返し作業を行った。練上がり直後にのみ空気径分布

と粘度を測定した。 

 

表-1  モルタルの基本配合 

 

 

 

表-2  使用材料 

 

2. 実験結果と考察 

(1) モルタルフロー試験と漏斗速度試験の経時変化 

各配合及び練り混ぜ手順によるモルタルの相対ロ

ート速度比 Rm および相対フロー面積比 Gm の経時変

化を示す(図-1)。8HU を用いると 8SV に比べて低粘性

とされているが、本研究の水セメント比 0.45 では Rm

には大きな差が見られなかった。 

8HUのみを添加したものは減水剤の効果は2時間後

には流動性を無くした。一方、これに砂糖を添加する

ことで経時安定性を向上させることが出来た。砂糖を

添加した 8SV,8HU とも、分割練りの方が、ロート速度

比が高く、Gmの経時安定性も高かった。ただし、8HU

の方が若干劣る悔過となった。砂糖の添加量を上げる

ことを検討する必要がある。 
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図-1 モルタルフローと漏斗流下速度(時間経過による

右から左に推移) 

 

 

(2) 重量法測定による空気量の経時変化 

分割練りは一括練りに比べ直後の空気量が少なく

なり、その分、経時安定性に優れる結果となった。こ

れは一次水を入れた際に粉体と水が造粒され（造粒現

象）、二次水を入れた際にそれらの衝撃作用により大

径気泡が除去されたと考察した。また、砂糖を添加し、

8HU を用いて分割練りにしたものは、8SV に比べて空

気量の経時変化が小さかった(図-2)。8SV よりも Gm

と Rm の低下速度すなわち効果速度が早く、空気泡の

移動が阻害された可能性がある。  

 

    図-2 重量法空気量試験 

    (10 分後、60分後、120 分後、180 分後) 

 

 

(3) 練上がり時の空気径分布の測定 

浮力法による空気径分布を、練り混ぜ直後に測定した

(図-3)。一括練りのものの空気量測定結果が重量法によ

るものと比較して小さくなったのは、過大な径の空気泡

(2000µm 以上)が、測定準備に時間を要する浮力法によ

る測定に際して抜けてしまった可能性がある。一方、砂

糖を添加した分割練りのものは減水剤の種類に関わら

ず、重量法のものと空気量に大きな差は無かった。砂糖

の添加が気泡の経時変化向上に寄与したものと考察し

た。 

 

図-3 空気径分布試験 

 

 

(4) 空気径分布に及ぼす粘性の影響 

練り混ぜ中のモルタルの粘度が空気径分布に及ぼす

影響を調べるため、各モルタルの練上がり時の粘度を測

定した(図-4)。一括練の方が若干、粘度が低い結果とな

ったが、砂糖の添加や減水剤の種類が粘度に影響を与え

ているとは言えなかった。一方、相対ロート速度比を指

標する粘性(図-1)は明らかに分割練りの方が低く、これ

が微細気泡の連行に繋がった可能性がある。 

 

 
図-4 粘度測定値結果 

 

3. 結論 

1) フレッシュモルタルを分割練りにすることで台形

気泡の連行を抑制することができた。その理由を

説明するモルタル正常の差異は粘度計により測定

した粘度ではなく、ロート流下速度出会った。 

2) 経時安定性に劣る超高強度用減水剤に砂糖を添加

することで、フレッシュモルタル性状の経時変化

を大幅に抑えることが出来た。 

3) 減水剤 8HU が 8SV と比較して空気量の経時安定性

に優れている理由は解明できなかった。 
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